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　2017 年 4 月、田舎から上京し、桜綺麗な東京経
済大学の入学式から早 4年。振り返るとこの 4年間
は、挑戦し多くの学びを得た日々でした。
　入学して間もなく、簿記検定に挑戦しました。共
に勉強する友人もでき、CSCを利用して、8カ月間
で日商簿記 2級・3級を取得することができました。
しかしその後は 1級に 2度挑戦しましたが、壁は高
く、苦戦しました。この経験から、継続して努力す
ることの厳しさ・大切さを実感し、その後の挑戦へ
の姿勢が変わるきっかけとなりました。
　挑戦の 1つとして、私は 2年次から会計系のゼミ
に所属し、3年連続でアカウンティングコンペティ
ションに参加しました。これは全国の会計学を勉強
する大学生が集まり、研究をプレゼンテーションす
るものですが、2・3 年次に参加した時は予選敗退
でした。悔しさを胸に挑んだ4年次、チームリーダー
となり、約 15 万社の膨大な財務データを用い「決
算期」をテーマに研究を行いました。今までの経験
も踏まえながら、以前より長い 9カ月の期間をかけ
て研究を行い、また初のオンラインに対応して発表
練習を何度も行いました。そのため本番では自信を

もって発表することができ、その結果決勝進出、そ
して事例研究分野において頂点となる「最優秀賞」
を頂くことができました（本誌 39 頁参照）。受賞が
決まった時は、本当に嬉しかったです。
　はじめは挑戦することに不安があり、新たなこと
になかなか踏み出せないことも多くありました。し
かし挑戦することで新たに応援してくださる人とも
出会うことができ、その方々にも支えられ、積極的
に挑戦し、学び、経験を積むことができました。そ
してそのすべての挑戦は私の中の貴重な財産とな
り、不安は自信へと変わりました。これから社会人
になりますが、常に挑戦する姿勢を持ち続け、今ま
での支えられる側から、これからは支える側になり
たいと思います。
　最後になりますが、ご指導してくださった先生方、
様々な場面で寄り添いサポートしてくださった職員
の皆様、ともに学生生活を過ごした友人、温かく見
守ってくれた家族を含め、お世話になったすべての
方に感謝いたします。東京経済大学での学びはとて
も貴重な日々でした。本当にありがとうございまし
た。

　挑戦の 4年間

　　　　　　　　　　　池田　彩季（経営学部経営学科卒業）
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